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第2は商品マーク制度を新設、第1は引き続き規制対象計量器を検討

す
る
審
議
会
の
報
告
が
行
わ

れ
た
。
2
月
の
第
3
回
小
委

員
会
、
3
月
の
第
2
回
審
議

会
で
は
、
宮
下
正
房
座
長
が

第
2
W
G
で
検
討
し
た
内
容

を
書
面
で
提
示
し
た
。
両
会

合
と
も
特
段
意
見
は
出
ず
、

了
承
の
方
向
で
あ
る
。
各
Ｗ

Ｇ
を
総
括
す
る
視
点
か
ら
、

事
後
規
制
の
重
要
性
は
、
長

期
的
視
野
で
考
え
る
と
、
地

方
自
治
に
よ
る
計
量
行
政
の

あ
り
方
に
お
い
て
時
宜
を
得

て
い
る
と
す
る
意
見
が
あ
っ

た
、
と
報
告
さ
れ
た
。

　
第
2
W
G
の
報
告
書
案
に

つ
い
て
討
議
し
た
。
新
た
な

方
向
性
と
し
て
、
消
費
者
の

市
場
監
視
、
立
入
検
査
の
増

加
な
ど
事
後
規
制
の
強
化
、

適
正
計
量
管
理
（
適
管
）
事

業
所
の
改
善
、
適
正
に
計
量

さ
れ
た
商
品
で
あ
る
こ
と
を

示
す
新
た
な
マ
ー
ク
制
度
の

創
設
と
い
っ
た
事
項
が
挙
げ

ら
れ
た
。 

　
委
員
は
基
本
的
方
向
を
了

承
し
、
細
か
な
点
に
対
し
発

言
し
た
。 

　
量
目
規
制
の
問
題
点
に
国

際
化
対
応
も
記
述
し
て
ほ
し

い
、
と
報
告
書
文
言
へ
の
指

摘
が
あ
っ
た
。
商
品
へ
の

マ
ー
ク
制
度
は
消
費
者
と
製

造
者
双
方
の
信
頼
性
向
上
に

つ
な
が
る
と
期
待
す
る
意
見

が
相
次
ぎ
、
マ
ー
ク
付
与
の

草
案
を
述
べ
る
委
員
も
い

た
。
消
費
者
に
使
っ
て
も
ら

え
る
わ
か
り
や
す
い
マ
ー
ク

制
度
を
望
ん
だ
。

　
反
面
、
適
管
制
度
へ
の
疑

問
が
集
中
し
た
。
同
じ
ス
ー

パ
ー
で
も
す
べ
て
の
店
が
適

管
を
受
け
て
い
る
と
は
限
ら

な
い
。
こ
れ
は
適
管
の
メ

リ
ッ
ト
が
乏
し
い
か
ら
で
は

な
い
か
、
と
調
査
を
要
望
し

た
。
適
管
を
商
品
単
位
で
と

ら
え
る
か
、
事
業
所
単
位
で

と
ら
え
る
か
、
バ
ラ
ン
ス
を

考
え
る
べ
き
、
と
い
う
意
見

も
あ
っ
た
。
メ
リ
ッ
ト
付
与

の
一
例
と
し
て
い
た
立
入
検

査
免
除
が
報
告
書
案
か
ら
削

除
さ
れ
た
の
は
、
業
務
を
行

う
自
治
体
サ
イ
ド
か
ら
難
し

い
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た

た
め
、
と
事
務
局
か
ら
説
明

が
あ
っ
た
。

　
ま
た
計
量
器
製
造
側
か

ら
、
同
じ
店
舗
で
も
、
使
用

す
る
計
量
器
の
種
類
に
よ
っ

て
精
度
が
異
な
る
。
何
を
は

か
っ
て
い
る
の
か
、
商
品
の

状
況
を
よ
く
見
な
が
ら
事
後

規
制
を
行
う
べ
き
で
あ
る
、

と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

　
第
2
W
G
の
報
告
書
案
に

今
会
合
で
出
た
意
見
を
反
映

し
、
報
告
書
案
と
す
る
。
加

筆
、
訂
正
は
座
長
に
一
任
す

る
。
今
月
末
開
催
の
小
委
員

会
に
お
い
て
、
全
体
答
申
の

形
で
審
議
さ
れ
る
。

ま
た
は
規
制
対
象
に
は
残
す

が
、検
査
検
定
は
実
施
せ
ず
、

自
己
適
合
確
認
の
み
に
す
る

と
い
う
方
法
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
、と
発
言
を
結
ん
だ
。

　
不
合
格
率
の
高
さ
は
、
国

際
的
な
検
定
公
差
の
0
・
2

℃
に
対
し
、
日
本
は
0
・
1

℃
に
規
定
し
て
い
る
点
を

挙
げ
、
性
質
が
変
化
し
や
す

い
ガ
ラ
ス
の
特
性
に
起
因
す

る
と
い
う
補
足
が
あ
っ
た
。

　
花
日
本
計
量
機
器
工
業
連

合
会
伊
藤
尚
美
専
務
理
事

が
、
指
定
製
造
事
業
者
に
お

け
る
修
理
品
の
自
主
検
査
に

つ
い
て
、
計
量
器
の
種
類
ご

と
に
、
新
品
お
よ
び
再
検
定

品
の
不
合
格
率
を
紹
介
し

た
。
再
検
定
品
に
つ
い
て
は

燃
料
油
メ
ー
タ
ー
は
0
・
0

9
％
、
非
自
動
は
か
り
は
0

％
、
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
は
0
・

1
9
％
の
不
合
格
率
で
あ

る
。
不
合
格
品
が
市
場
に
出

回
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
自

主
検
査
に
は
問
題
な
い
、
と

ま
と
め
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
再
検
定
は

現
場
修
理
と
な
る
燃
料
油

メ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
、
現
状

で
は
メ
ー
カ
ー
か
ら
研
修
を

受
け
た
サ
ー
ビ
ス
マ
ン
が
担

当
し
て
お
り
、
メ
ー
カ
ー
の

技
術
力
が
サ
ー
ビ
ス
マ
ン
の

能
力
を
担
保
し
う
る
の
か
、

サ
ー
ビ
ス
マ
ン
個
々
の
資
質

に
係
わ
る
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

　
第
1
W
G
の
報
告
書
案
審

議
に
移
っ
た
。
ヒ
ア
リ
ン
グ

と
併
せ
て
の
会
合
の
た
め
、

短
時
間
の
討
議
と
な
っ
た
。

　
規
制
対
象
か
ら
除
外
す
る

方
向
で
検
討
す
べ
き
計
量
器

と
し
て
、
質
量
計
（
手
動
天

び
ん
、等
比
皿
手
動
は
か
り
、

分
銅
）、重
ボ
ー
メ
度
浮
ひ
ょ

う
、
ユ
ン
ケ
ル
ス
式
流
水
型

熱
量
計
、
体
積
計
（
量
器
用

尺
付
き
タ
ン
ク
）、ガ
ラ
ス
製

温
度
計
、
ベ
ッ
ク
マ
ン
温
度

計
及
び
ボ
ン
ベ
型
熱
量
計
、

排
水
／
排
ガ
ス
の
流
速
計
・

流
量
計
・
積
算
体
積
計
、
ア

ネ
ロ
イ
ド
型
圧
力
計
、
家
庭

用
計
量
器（
調
理
用
は
か
り
、

ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
、
ベ
ビ
ー

ス
ケ
ー
ル
）が
挙
げ
ら
れ
た
。

事
務
局
か
ら
は
、
今
後
も
対

象
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
と

付
け
加
え
ら
れ
た
。

第
2
W
G
 

　
第
2
W
G
第
4
回
会
合
が

4
月
　
日
午
前
、
経
済
産
業

12

省
別
館
9
階
9
4
4
号
会
議

室
で
開
か
れ
た
。

　
前
回
議
事
録
の
確
認
を
行

い
、
委
員
は
了
承
し
た
。

　
つ
づ
い
て
第
2
W
G
に
関
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第
1
、
第
2
W
G
最
終
会
合
、
報
告
書
案
ま
と
ま
る
 陰
面

地
域
計
量
機
関
人
事
敢
、N
I
T
E
人
事
、日
電
検
役
員
人
事
  隠
面

あ
い
ち
座
談
会
監
、
新
製
品
第
一
計
器
、
イ
シ
ダ
入
社
式
、
北
海
道
計
量
協
会
指
定
機
関
韻
面

計
量
計
測
の
美
し
い
流
れ
を
訪
ね
て
澗
、
図
書
紹
介
 吋
面

私
の
履
歴
書
・
齊
藤
勝
夫（
1
1
3
）、社
説
、
計
量
ひ
と
く
ち
メ
モ
　
 右
面

法
定
計
量
・
標
準
供
給
の
最
新
動
向
　
　
　
　
　
　
　
 宇
面

特
集
・
計
量
計
測
総
合
展
、
最
新
科
学
機
器
展
　
 烏
羽
面

　
昨
年
9
月
か
ら
討
議
を
行
っ
て
き
た
計
量
行
政
審
議
会

計
量
制
度
検
討
小
委
員
会
の
各
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（
W
G
）
が
報
告
書
案
を
取
り
ま
と
め
た
。
第
1
W
G
は

4
月
4
日
、
第
2
W
G
は
4
月
　
日
に
そ
れ
ぞ
れ
最
終
の

14

会
合
を
開
い
た
。
基
本
的
方
向
は
委
員
も
概
ね
了
承
し
て

い
る
が
、
細
部
の
検
討
は
引
き
続
き
行
わ
れ
る
。

第
1
W
G

　
第
1
W
G
第
6
回
会
合
は

4
月
4
日
午
後
、
経
済
産
業

省
別
館
9
階
9
4
4
会
議
室

で
開
か
れ
た
。

　
ま
ず
前
回
議
事
録
の
確
認

が
行
わ
れ
、
委
員
は
了
承
し

た
。
つ
づ
い
て
3
月
　
日
開

23

催
の
第
2
回
計
量
行
政
審
議

会
で
挙
が
っ
た
第
1
W
G
に

関
す
る
発
言
を
紹
介
し
た
。

検
査
・
検
定
時
の
手
数
料
、

修
理
品
の
再
検
査
な
ど
に
対

し
て
意
見
が
集
ま
っ
た
。

　
ガ
ラ
ス
製
体
温
計
の
規
制

対
象
除
外
、
指
定
製
造
事
業

者
の
再
修
理
と
、
W
G
で
も

意
見
が
集
中
し
、小
委
員
会
、

審
議
会
時
に
委
員
の
質
問
が

あ
っ
た
事
項
に
つ
い
て
、
再

度
関
係
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
っ
た
。

　
東
京
都
計
量
検
定
所
村
松

計量制度
検討小委

特
集
・
計
量
計
測
総

合
展
　
  宇
烏
羽
面

徳
治
指
導
課
長
が
ガ
ラ
ス
製

体
温
計
の
検
定
に
つ
い
て
現

況
を
説
明
し
た
。

　
外
国
指
定
事
業
者
の
製
造

分
を
除
い
た
2
0
0
3
年
度

の
数
字
で
は
、
抵
抗
体
温
計

は
年
間
2
2
9
万
本
に
対

し
、
ガ
ラ
ス
製
体
温
計
は
1

1
1
万
本
で
あ
る
。
抵
抗
体

温
計
は
海
外
製
造
分
を
含
め

る
と
年
間
6
0
0
万
本
が
流

通
し
て
い
る
。　
年
度
に
お

04

け
る
ガ
ラ
ス
製
体
温
計
の
検

定
は
東
京
、
静
岡
、
埼
玉
の

各
都
県
で
行
わ
れ
た
。
検
定

実
績
1
1
3
万
8
0
0
0
本

の
平
均
の
不
合
格
率
は
2
・

1
％
で
、
う
ち
、
扱
う
本
数

が
一
番
少
な
い
東
京
都
の
不

合
格
率
は
7
・
0
％
で
、
5

3
5
9
本
に
の
ぼ
っ
た
。

　
こ
の
結
果
を
受
け
委
員
か

ら
は
、
検
定
除
外
に
よ
る
品

質
低
下
を
危
惧
す
る
意
見
が

上
が
っ
た
。
ま
た
、
検
定
と

い
う
名
目
で
、
品
質
管
理
を

地
方
自
治
体
へ
依
存
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指

摘
も
出
た
。
税
金
を
企
業
の

品
質
管
理
に
使
う
の
は
不
自

然
で
あ
り
、対
策
と
し
て
は
、

手
数
料
を
大
幅
に
上
げ
る
。

第1WG のもよう（経済産業省で）




